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アナログ感覚

なんでもデジタル

テレビ放送のデジタル化が進展している。ビデオカメ

ラは以前からデジタル型が普及していた。音楽の世界

ではアナログレコードは珍しい存在となった。レコード

屋へ行っても買うのはレコードではなく、CDである。

時計はアナログが善戦している分野だ。腕時計も掛

時計もアナログ時計がたくさん使われている。ただし純

然たるアナログ時計は貴重品である。クオーツ（水晶時

計）というのはデジタル技術なので、時計の表示部がア

ナログの針になっているだけだ。

電話でもデジタル化が進展している。ISDNはデジタ

ルの代表である。私が最初に携帯電話を使ったころ

は、アナログ式が普通だった。そのサービスは数年前

に廃止された。現在の携帯電話は多くの国でデジタル

が主流である。PHSもデジタルだ。

すり減るアナログ

私がアナログらしさを感じるのは、「すり減る」という

現象だ。たとえば駅の階段の石がすり減っている。そ

れを眺めると、毎日何万人という人の足を支えている階

段だという実感が湧く。お寺や神社の石段も同じだ。

階段が新しい石では、ありがたい感じがしない。

昔は万年筆という筆記用具がよく使われていた。ペ

ン先は金属製なのだが、長年にわたって愛用している

とすり減る。その減り方に個人の癖が出てくるのがお

もしろかった。

愛用するという意味では、私の古い自転車のペダル

の靴底の当たる部分が微妙にすり減っている。同じ自

転車に付いている棒で叩く形のベルも、棒の当たる箇

所がへこんでいる。これには相当の年期が入っている

証拠だ。

本尊が減ると困る

すり減るのがアナログ的とは言っても、肝心な箇所が

減ると困る。駅の階段がすり減るのは長い歴史の証拠

であるが、鉄道のレールや電車の車輪がすり減るのは

事故のもとである。お寺でも御本尊の金の仏像がすり

減ったのでは信心も薄れる。

アナログレコードの時代には、マニアは同じレコード

を2枚購入したという。1枚は保存用で、もっぱらほか

の1枚を聴く。聴くたびに針がレコードの溝を擦る。ア

ナログ時計の時代には、軸受に硬い宝石を入れて磨

耗を防く技術があった。

自転車のペダルが減るのは愛用のしるしだとしても、

ブレーキが減ると危ない。チェーンはすり減ると切れて

しまう。タイヤが磨耗するのも危険である。

デジタルにも弱点

デジタルはすり減らない。コピーしても画質が劣化し

ない。何回聴いても同じ音質である。長年使った時計

でも電池を入れ替えれば、ほら正確だ。電話で通信を

するときも、遠距離だからといって信号が減衰するわけ

ではない。これは大きな利点である。情報通信はデジ

タル技術の恩恵を受けている。

ただしデジタル技術にも弱点がある。細かく見ると、

デジタル回路にもアナログ的な部分がある。減衰した

信号や雑音の中から正しい情報を復元できないときに

は、1が0になったり、0が1になったりすることがある。

そうなると情報がメチャメチャとなって、意味をなさない。

このような状態ではエラーが起こり、まったく使い物に

ならない。デジタルは、調子が悪いときには徹底的に悪

くなってしまう。
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